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　国勢調査は、令和２年１０月１日(木) 現在、日本に住んでいる

全ての人および世帯が対象です。

　９月中旬から、調査員が皆さんのお宅を訪問し、インター

ホン越しで聞き取りの上、調査書類を郵便受けに入れるなど、

できる限り皆さんと調査員が対面しない方法で配布します。

　回答は、簡単便利なインターネット回答をぜひご利用くだ

さい（郵送も可）。

　国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、調査書類の配布や調査票の受け取りを、できる限り

皆さんと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにして

います。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

※９月２７日(日) を過ぎても調査書類が届かない場合や、追加の

調査票が必要な場合（５人以上の世帯など）、インターネット

（郵送）での回答から訪問での回収に変更される場合は、国勢

調査富田林市実施本部事務局までご連絡ください。

※詳しくは、「国勢調査2020総合サイト」〔https://

www.kokusei2020.go.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　国勢調査富田林市実施本部事務局（内線５２６～５２９）
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令和２年

国勢調査が始まります

調査票（紙）での回答期間

１日(木)１０月 ７日(水)～

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

インターネット（郵送）回答をご利用ください

■意見などの募集期間　９月１４日(月) ～１０月１３日(火) 

■素案の閲覧方法　９月１４日(月) ～、市役所（都市魅力

課および総務課）、金剛連絡所、中央・金剛図書館、中

央・金剛・東公民館、人権文化センター、 Ｔｏｐｉｃ （き
ト ピ ッ ク

らめき創造館）、すばるホール、レインボーホール（市

民会館）、総合福祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健

センター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、きら

めきファクトリーまたは市ウェブサイト（パブリック

コメントのページ）でご覧いただけます

■意見などの提出方法　１０月１３日(火) （消印有効）までに

住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、

ファクスまたはＥメールで傘５８４-８５１１常盤町１の１　

総務課〔鯖(２５)９０３７・Ｅメールcontrol@city.tondabaya

shi.lg.jp〕へ　

※直接持参も可。電話での受け付けはできません。な

お、提出されたご意見は、反映できるように検討させ

ていただきますが、個別に回答できませんのでご了承

ください。

問い合わせ　総務課（内線３４１）
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市
役
所
本
庁
舎
は
、
耐
震
性

能
の
不
足
や
設
備
の
老
朽
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
耐
震
化

を
含
め
た
庁
舎
整
備
に
向
け
、

富
田
林
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意
見
箱
の

設
置
な
ど
に
よ
り
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
耐
震
化
を
含
め

た
誰
も
が
使
い
や
す
い
庁
舎
へ

と
整
備
を
進
め
る
た
め
、
同
計

画
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

パブリックコメントとは

　市の基本的な政策や計

画などを立案する過程に

おいて、その案を広く公

表し、市民の皆さんから

寄せられた意見を考慮

し、市として意思決定す

るとともに、意見に対す

る市の考え方を公表する

一連の手続きです。

富
田
林
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

市
民
説
明
会
を
開
催

　
富
田
林
市
庁
舎
整
備
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
同
計
画
の
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
利

用
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
①
９
月
　
日
蚊
、
午
前

２７

　
時
～
　
時
　
分
、
②
　
月
１

１０

１１

３０

１０

日
牙
、
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
①
市
消
防
本
部
４
階

大
講
堂
、
②
金
剛
中
学
校
体
育

館定
員
　
各
１
０
０
人

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
４
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
日
曜
交
付

　
同
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
休

日
窓
口
を
次
の
日
程
で
開
設

し
ま
す
。

　
申
請
者
本

人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
６
日
　
、　

日

(日)

１３

　
、　

月
４
日
　
、
午
前
９

(日)

１０

(日)

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議

室
（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

　　　インターネット回答期間

１４ ～日(月)９月 ７日(水)１０月



３

中小企業者向け          
キャッシュレス決済    
新規導入事業者を募集

　１０月１日(木) ～３１日(土) の間、

富田林市内の中小店舗で

キャッシュレス決済を利用し

た場合に、最大３０㌫のポイン

ト還元キャンペーンを実施し

ます（１回の会計で最大１０００

円、期間中１人最大５０００円）。

　現在、キャンペーン参加の

ためのキャッシュレス決済新

規導入事業者を募集していま

す。詳しくは、市ウェブサイ

ト（商工観光課のページ）をご

覧ください。

問い合わせ　商工観光課（内

線４８３）
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未
来
に
つ
な
ぐ
富
田
林
市
事
業
者
応
援
金

を
給
付
し
ま
す

の
売
上
高
が
前
年
同
月
比
で
　３０

㌫
以
上
　
㌫
未
満
減
少
し
て
い

５０

る
こ
と
。

③
申
請
時
点
に
お
い
て
、
営
業

の
実
態
が
あ
る
こ
と
。

④
国
の
持
続
化
給
付
金
、
大
阪

府
の
休
業
要
請
支
援
金
お
よ
び

休
業
要
請
外
支
援
金
の
い
ず
れ

も
支
給
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
ま
た
、
今
後
も
受
け
る
見

込
み
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〔h
ttp
s:/

/w
w
w
.k
n
t-k
s
.c
o
.

jp
/e
c
/2
0
2
0
/to
n
d

a
b
a
y
a
s
h
i/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
応
援
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー〔
察
　
５
０
４
０
〕

(２４)

（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、

午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
が
深
刻
な
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企

業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
次
の
一

歩
を
踏
み
出
す
頑
張
り
を
支
え
、

地
域
産
業
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
、
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
い
る
市
内
の
中
小
企
業
者
な

ど
に
「
応
援
金
　
万
円
」
を
給

２０

付
し
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
１
日
峨
～
　１０

月
　
日
臥

３１
対
象
者
　
次
の
①
～
④
の
要
件

を
満
た
す
、
法
人
ま
た
は
個
人
事

業
主（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
）

①
令
和
２
年
３
月
　
日
時
点
で

３１

富
田
林
市
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
令
和
２
年
４
月
ま
た
は
５
月

中
小
企
業
者
な
ど
を
支
援

　
本
市
で
は
、
市
道
を
適
切
に

維
持
管
理
す
る
た
め
、
人
工
的

に
形
成
さ
れ
、
が
け
崩
れ
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
が
け
や
、
が

け
崩
れ
が
発
生
し
二
次
災
害
の

危
険
が
予
想
さ
れ
る
が
け
に
対

し
、
防
災
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象

　
市
道
に
面
し
て
い
る
市
内
に

あ
る
が
け
で
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
も
の

・
高
さ
２
㍍
を
超
え
、
築
造
後

　
年
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と

１０・
営
利
を
目
的
と
す
る
不
動
産

事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
で
な

い
こ
と

■
補
助
額

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
用

の
２
分
の
１
以
内
、
ま
た
は
防

災
工
事
で
整
備
す
る
擁
壁
の
垂

直
投
影
面
積
１
平
方
㍍
当
た
り

４
万
円
で
算
出
し
た
金
額
の
う

ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
１
敷

地
当
た
り
上
限
２
０
０
万
円
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

富田林市がけ富田林市がけ地地
防災工事補助防災工事補助金金
のご利用のご利用をを

　
本
市
で
は
、
昨
年
９
月
に
特

定
生
産
緑
地
の
指
定
申
請
に
必

要
な
書
類
を
市
内
生
産
緑
地

（
平
成
４
年
度
～
６
年
度
指
定

分
）
の
所
有
者
に
送
付
し
、
指

定
希
望
申
請
な
ど
の
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
を
希

望
す
る
か
し
な
い
か
を
判
断
し

て
い
た
だ
き
、
ど
ち
ら
の
場
合

で
も
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
　

・
平
成
４
年
度
指
定
分
は
令
和

４
年
３
月
末
ま
で

・
平
成
５
年
度
指
定
分
は
令
和

５
年
３
月
末
ま
で

・
平
成
６
年
度
指
定
分
は
令
和

６
年
３
月
末
ま
で

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
定

生
産
緑
地
の
指
定
が
不
可
能
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

（
内
線
４
５
１
、
４
５
３
）

特
定
生
産
緑
地
の

指
定
に
係
る
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　
全
て
の
農
地
の
効
率
的
利
用

を
図
る
た
め
、
相
続
等
に
よ
り

農
地
法
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
農
地
の
権
利
等
を
取
得

さ
れ
た
場
合
は
、
遅
延
な
く
農

業
委
員
会
へ
届
け
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、相
続（
遺
産
分

割
、包
括
遺
贈
、相
続
人
に
対
す

る
特
定
遺
贈
を
含
む
）、法
人
の

合
併
・
分
割
、
時
効
取
得
な
ど

で
権
利
を
取
得
し
た
人
は
必
ず

農
業
委
員
会
に
届
け
出
を
し
、

併
せ
て
法
務
局
で
農
地
の
名
義

変
更
手
続
き
も
し
て
く
だ
さ
い
。

（
農
地
法
第
３
条
の
３
関
係
）

　
ま
た
、
農
地
法
に
は
、「
農
地

に
つ
い
て
所
有
権
又
は
賃
借
権

そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
は

当
該
農
地
の
農
業
上
の
適
正
か

つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
農
地
法
第

２
条
の
２
）」と
あ
り
ま
す
の
で
、

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
も

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会

（
内
線
４
３
１
）

相
続
等
に
よ

相
続
等
に
よ
りり

農
地
の
権
利

農
地
の
権
利
をを

取
得
さ
れ
た
場

取
得
さ
れ
た
場
合合

は
届
け
出

は
届
け
出
をを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



４

受
信
に
か
か
る
通
信
料
は
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で

も
、
市
町
村
ご
と
の
特
別
警

報
、
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。
な

お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画
面
表

示
の
文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能

な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え
る
た

め
、「
大
阪
府
」
や
「
南
河
内
」

と
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
利
用

の
人
は
、
左
表
の
防
災
関
係
ア

プ
リ
も
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）　

※
気
象
情
報
に
関
す
る
こ
と
は

大
阪
管
区
気
象
台〔
察
０
６（
６

９
４
９
）
６
３
０
３
〕
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
災
害
名
を
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
の
防

災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
す
る
と
、
本
市
に
特
別
警

報
、
気
象
警
報
・
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
と
き
、
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
。
登
録

は
、
こ
の
ア
ド
レ
ス
〔to

u
ro

k
u
@
o
s
a
k
a
-b
o
u
sa
i.n
e
t

〕
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
返
信

さ
れ
て
く
る
メ
ー
ル
か
ら
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

　
大
正
　
年
９
月
１
日
に
起

１２

こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
惨
事
を

教
訓
に
、
毎
年
９
月
は
「
防
災

月
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
は
、
人
の
力
で
事
前
に

食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
を
怠
ら
ず
、
対

応
で
き
る
用
意
を
し
て
お
く
こ

と
で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を
  

市
町
村
ご
と
に
発
表

　
気
象
庁
で
は
、
警
戒
の
必
要

な
地
域
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
市
町
村
ご
と
に
特

別
警
報
、
気
象
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
市
で
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
、「
富
田
林
市
」

と
明
示
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
雨
警
報
を
発
表

す
る
際
、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災

害
）
」「
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）
」

の
よ
う
に
、
特
に
警
戒
が
必
要

９
月
は
防
災
月
間
で
す
 

日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
災
害
・
緊
急
時

の
安
心
携
帯
カ
ー
ド
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
同
カ
ー
ド
は
、

ご
自
身
で
持
病
や

か
か
り
つ
け
医
療

機
関
な
ど
の
情
報

を
記
入
し
、
財
布

な
ど
に
い
れ
て
携

帯
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、

災
害
時
や
急
病
、

事
故
な
ど
の
緊
急

時
に
何
ら
か
の
支

援
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
、
救
急

隊
や
発
見
者
が
こ

の
カ
ー
ド
を
参
考

に
、
緊
急
連
絡
先

や
関
係
機
関
へ
速

や
か
に
連
絡
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
同
カ
ー
ド
は
市
役
所
、
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
ご
自
身
の
「
も

し
も
の
と
き
の
備
え
」
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
カ
ー
ド
に
は
、
重

要
な
個
人
情
報
を
記
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド
の
利

用
・
記
入
内
容
は
任
意
で
す
の

で
、
ご
自
身
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
同
カ
ー
ド
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（
危
機
管
理
室
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
9
5
0
3
）

「災害・緊急時「災害・緊急時のの
安心携帯カード」安心携帯カード」をを
ご活用くださご活用くださいい



５

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に

気
付
い
た
ら
、
温

か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、
悩
み
に
耳

を
傾
け
、
左
表
の

機
関
な
ど
へ
の
相

談
を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔
察
　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
令
和
元
年
（
平
成
　
年
）、
自

３１

殺
に
よ
り
、
全
国
で
２
万
１
６

９
人
、
大
阪
府
内
で
１
２
３
１

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
左

表
の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

９
月
　
日
～
　
日
は

１０

１６

自
殺
予
防
週
間

㈫
㈬

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

　
本
市
で
こ
れ
か
ら
創
業
を
考

え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
創
業

に
関
す
る
基
礎
知
識
や
事
業
計

画
作
成
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
無

料
で
学
べ
る
「
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
い
た

だ
く
と
創
業
に
必
要
な
経
費
の

一
部
補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
優
遇
措
置
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
商

工
観
光
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
　
日
～
　
月
８
日

１７

１０

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
　３０

分
～
８
時
　
分
（
全
４
回
）

３０

と
こ
ろ
　
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の（
羽

曳
野
市
軽
里
一
丁
目
１
の
１
）

定
員
　
　
人
　

２０

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
９
月
７
日
俄
～
、

富
田
林
商
工
会
〔
察
　
１
１
０

（２５）

１
〕
、
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内

線
4
8
１
）
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
）

創業支援セミナ創業支援セミナーー
を開を開催催

事
業
を
始
め
ら
れ
る
人
へ

　
飲
食
店
や
物
品
販
売
店
、
福

祉
関
係
事
業
所
な
ど
を
は
じ
め

と
し
て
、
事
業
を
始
め
ら
れ
る

際
に
は
、
市
消
防
本
部
予
防
課

へ
の
「
防
火
対
象
物
使
用
開
始

届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
の
入
居
、

建
物
の
増
改
築
や
用
途
の
変
更

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

な
ど
に
よ
り
、
消
防
用
設
備
な

ど
が
新
た
に
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
を
始

め
ら
れ
る
際
に
は
市
消
防
本
部

予
防
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔
察
　
１
１
２
４
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



６

ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３

桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相

談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〔
察

1
8
8
〕（
い
や
や
！
）
で
は
、

お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

ご
案
内
す
る
こ
と
で
消
費
生
活

相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害

に
あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ

て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
な

　
虐
待
は
障
が
い
者
の
尊
厳
を

傷
つ
け
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立

や
社
会
参
加
を
す
す
め
る
た
め

に
も
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
す
。

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
法
（
正

式
名
称「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、

障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
」
）
に
基
づ

き
、
本
市
で
は
、「
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

養
護
者
か
ら
の
虐
待
、
福
祉
施

設
・
雇
用
先
で
の
虐
待
の
相
談
・

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
に
は
、
身
体
に
暴
行
を

加
え
た
り
、
拘
束
し
た
り
す
る

「
身
体
的
虐
待
」
だ
け
で
な
く
、

「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」

「
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」

「
経
済
的
虐
待
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
同
法
に
は
、
虐
待
に
気
づ
い

た
人
の
通
報
義
務
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
虐
待
を
身
近
な
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
社
会
全
体

で
予
防
や
早
期
発
見
・
対
応
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
通
報
や
相
談
が
重
要
で

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る

通
報
・
相
談
窓
口

障
が
い
福
祉
課
（
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
）〔（
内
線
４

３
４
）
・
鯖
　
３
１
２
３
〕

（２５）

障
が
い
者
虐
待
防
止

障
が
い
者
虐
待
防
止
法法

を
ご
存
じ
で
す

を
ご
存
じ
で
す
かか

ご
み
シ
ー
ル（
令
和
３
年
度
分
）

の
配
布
用
封
筒
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
の
配
布
　
９
月
　
日
２５

晶
ま
で
、
同
組
合
第
１
清
掃
工

場
で
配
布
（
同
組
合
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.m
in
a
m
i
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a
w
a
c
h
i-k
a
n
k
y
o
.o
r.jp

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
  
    /

 〕
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

申
し
込
み
　
９
月
１
日
峨
～
　２５

日
晶
（
郵
送
の
場
合
は
、　

日
２３

昌
ま
で
の
消
印
有
効
）
に
、
募

集
要
項
に
基
づ
き
作
成
し
た
書

類
を
同
組
合
総
務
企
画
課
（
傘

５
８
４
・
０
０
５
４
甘
南
備
２

３
４
５
）〔
察
　
６
５
８
４
〕
へ

（３３）

※
募
集
要
項
の
配
布
、
申
し
込

み
の
受
け
付
け
、
問
い
合
わ
せ

は
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
。

３０

　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
で

は
、
同
組
合
が
製
作
し
、
同
組

合
構
成
市
町
村
（
富
田
林
市
、

河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、

河
南
町
、
太
子
町
お
よ
び
千
早

赤
阪
村
）
よ
り
配
布
す
る
無
料

無料ごみシールの

配布用封筒に掲載する

広告を募集

　
分
別
収
集
を
し
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
が
６
月

　
日
に
実
施
さ
れ
、
今
年
も
市

１９民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
総
合
評
価
「
A
」（
最
高
評

価
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ラ
ベ
ル
や

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

や
キ
ャ
ッ
プ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
毎
年
「
Ａ
」
評
価
と

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
資
源
ご

み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
５
）

～
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
～

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔
緯
 １
  ８
  ８
 〕
に
ご
相
談
を

い
 

や
 

や

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
ま
し
ょ
う

　
自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
強

い
信
念
と
連
帯
感
に
基
づ
い

て
、
自
主
的
に
結
成
す
る
防
災

組
織
で
、
現
在
、
市
内
に
　
団
７６

体
あ
り
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
や
活
動
に
は
、
若
い
世
代
を

含
め
た
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

「
力
」
が
必
要
で
す
。
自
主
防

災
組
織
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔
察
　
１
１
２
５
〕

(２３)

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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市
女
性
消
防
団
員

を
募
集

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
活
動

開
始
予
定
の
同
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤

で
　
歳
以
上
の
女
性

１８
活
動
内
容
　
消
防
出
初
式
や

防
災
訓
練
な
ど
消
防
団
行
事

へ
の
参
加
、
応
急
手
当
の
普

及
指
導
、
災
害
発
生
時
の
後

方
支
援
活
動
な
ど

募
集
人
数
　
　
人
程
度

１０

応
募
方
法
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
で
配
布
す
る
入
団

願
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
〔
察
　
１
１
２
３
〕

（２３）

へ※
募
集
要
項
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
消
防
総
務
課
の

ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
入
団
願
出
書
は
随
時
受
け

付
け
。
た
だ
し
、
入
団
は
面

談
を
実
施
し
、
女
性
消
防
団

員
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
と
な
る
た
め
、

即
入
団
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

統一ＱＲ「ＪＰＱＲコード」の個別相談会

　ＪＰＱＲコード（（一社）キャッシュレス推進協議会によ

り策定されたＱＲコード決済の統一規格）の導入を考える

事業者向けに、個別の相談会を実施します。

とき　９月１１日(金) 、午前１０時～午後５時

ところ　富田林商工会

対象者　市内事業者など

定員　２０人　参加費　無料

持ち物　スマートフォンなどインターネットにつなぐこと

が可能なもの

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　富田林商工会〔察(２５)１１０１〕

防火管理者資格取得講習会

　消防法の規定により、一定基準以上の建物には防火管理

者を選任し、消防長への届け出をする必要があります。

　市消防本部では、防火管理者資格を付与するための講習

会を実施します。

とき　１０月２０日(火) 、２１日(水) 、午前９時～午後４時ごろ（全

２回）　

ところ　市消防本部　

定員　６０人　受講料　１５００円

申し込み　９月７日(月) ～１１日(金) 、午前９時～午後５時に、

市消防本部予防課〔察(２３)１１２４〕へ（申し込み先着順、電

話申し込み不可）

普通救命講習Ⅱ

とき　９月２５日(金) 、１０月６日(火) 、２３日(金) 、１１月６日(金) 、２４

日(火) 、１２月８日(火) 、令和３年１月１５日(金) 、２月９日(火) 、２６日

(金) 、いずれも午後１時～５時

ところ　市消防本部５階研修室

内容　一次救命処置（心肺蘇生法、ＡＥＤの取り扱い方）、

応急処置　

※受講後、修了証を発行します。

対象者　市内在住・在勤の人

定員　各５人程度　受講料　無料

持ち物　筆記用具、マスク　

※動きやすい服装で参加してください。

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市消防本部消防署〔察(２３)０１１９〕

　
大
阪
で
最
も
被
害
の
多
い
犯

罪
は
自
転
車
の
盗
難
で
す
。
自

転
車
の
盗
難
の
約
半
数
は
鍵
を

掛
け
な
い
で
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。
大
切
な
財
産
を
守
る
た

め
、
自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は

短
時
間
で
も
必
ず
鍵
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。 自転車を

盗難から守り
ましょう

　
９
月
　
日
華
～
　
日
我
の

２１

３０

間
、「
交
さ
点
　
命
の
き
け
ん
が

か
く
れ
ん
ぼ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

重
点
項
目

■
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用

の
確
保

■
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転

の
励
行

■
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険

運
転
の
防
止

■
「
横
断
歩
道
ハ
ン
ド
サ
イ
ン

運
動
」
の
推
進

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

交さ点
　命のきけんが
　　　かくれんぼ

秋の全国交通
安全運動

○
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
や
、
デ
ィ
ン

プ
ル
錠
な
ど
開
け
ら
れ
に
く

く
、
防
犯
性
能
の
高
い
鍵
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
で
二
重
に

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
防
犯
登
録
は
法
律
上

の
義
務
で
す
。
登
録
を
し
て
お

く
と
、
盗
難
時
の
早
期
発
見
、

被
害
の
回
復
に
役
立
ち
ま
す
。

※
自
転
車
防
犯
登
録
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
大
阪
府
自
転
車
商

防
犯
協
力
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
〔h

ttp
://b
o

u
h
a
n
k
u
n
.c
o
m
/

〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
府
自
転
車

商
防
犯
協
力
会
〔
察
０
６
（
６

６
２
９
）
０
７
５
０
〕

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
な
お
、
例
年
９
月
に
実
施
し

て
い
る
交
通
安
全
講
習
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）
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と
き
　
毎
週
日
曜
日
（
年
末
年

始
は
除
く
）、午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
０
時
　
分
～
５
時
　
分

４５

３０

※
土
曜
日
、
祝
日
（
日
曜
日
は

除
く
）
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
、
左
下

図
参
照
）

税
関
係
の
証
明
は
必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
の
税

関
係
の
証
明
は
、
市
役
所
業
務

時
間
内
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
　
分
）
に
発
行
で

３０

き
る
か
ど
う
か
を
④
は
課
税

課
、
⑤
は
収
納

管
理
課
へ
必
ず

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
納
税
証
明
書
は
、
納
付
済
み

で
あ
っ
て
も
下
記
の
期
間
に
取

り
に
来
ら
れ
た
場
合
、
発
行
機

の
収
納
デ
ー
タ
と
し
て
確
認
で

き
な
い
た
め
発
行
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
領
収
証
書
や
通
帳
な
ど
を

持
参
さ
れ
て
も
発
行
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

《
納
付
済
み
で
も
発
行
で
き
な

い
期
間
》

■
市
役
所
で
納
付
さ
れ
た
場
合

→
納
付
後
、
市
役
所
開
庁
日
数

の
最
短
で
７
日
間

■
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
場

合
→
引
き
落
と
し
後
、
金
融
機

関
営
業
日
数
の
最
短
で
　
日
間

１０

■
金
融
機
関
で
納
付
さ
れ
た
場

合
→
納
付
後
、
最
長
で
約
２
週
間

■
市
・
府
民
税
が
給
与
天
引
き

の
場
合
→
納
期
限
の
毎
月
　
日
１０

を
過
ぎ
て
か
ら
約
２
週
間

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
日
曜
窓

口
コ
ー
ナ
ー
で
は
納
税
証
明
書

が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
未
納
の
場
合
や

法
人
市
民
税
の
同
証
明
書
は
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

※
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

市
税
な
ど
の
収
納
業
務
は
取
り

扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
曜
窓
口
コ
ー
ナ

日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ーー

を
開
設
し
て
い
ま

を
開
設
し
て
い
ま
すす

電話予約により夜間や土曜日でも住
民票などを発行しています

　市役所業務時間内（祝日、年末年始を除く月～

金曜日の午前９時～午後５時３０分）に電話で予

約していただくと、夜間（午後１０時まで）や土曜

日などの閉庁日でも①住民票、②印鑑登録証明

書、③市・府民税証明書を市役所地下宿直室（下

図参照）で受け取っていただくことができます。

※①③は本人または同居のご家族からの申請に

限ります。受け取りの際には、運転免許証や健

康保険証など本人確認ができるものを必ず持参

してください。

※②は予約時に印鑑登録証の番号などをお聞き

します。受け取りの際には印鑑登録証を必ず持

参してください。

※手数料は、いずれも１件３００円です。釣り銭

が要らないように、準備をお願いします。

問い合わせ　①②は市民窓口課（内線１３１、１３２）、

③は課税課（内線１１１、１１２）

を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
猫
が

増
え
す
ぎ
る
た
め
、
糞
尿
に
よ

る
臭
い
や
爪
と
ぎ
で
車
な
ど
を

傷
つ
け
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。

　
猫
に
よ
る
地
域
の
環
境
問
題

の
解
決
に
は
、
不
妊
・
去
勢
手

術
に
よ
り
生
息
数
を
抑
制
す
る

Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
※
１
）
と
合
わ
せ
て
、

地
域
で
エ
サ
・
糞
尿
の
後
始
末

な
ど
を
す
る
「
地
域
猫
活
動
」

が
有
効
で
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
３
９
、
１
７
１
）

　
動
物
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
豊
か
に
し
て

く
れ
る
、
人
間
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　
命
あ
る
も
の
で
あ
る
動
物
の

愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
９
月
　
日
～
　
日
を
動
物

２０

２６

愛
護
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を

傷
つ
け
た
り
、
苦
し
め
た
り
、

捨
て
た
り
す
る
こ
と
は
犯
罪
行

為
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
飢
え
た
弱
い
生
き
物

に
手
を
差
し
伸
べ
る
気
持
ち
は

良
い
こ
と
で
す
が
、
繫
殖
抑
制

（※１）ＴＮＲとは

　 Ｔｒａｐ ・ Ｎｅｕｔｅｒ ・ Ｒｅｔｕｒｎ の略
トラップ ニューター リターン

で、捕獲器などで野良猫を捕獲

（Ｔｒａｐ）し、不妊・去勢手術

（Ｎｅｕｔｅｒ）を行い、元の場所に

戻す（Ｒｅｔｕｒｎ）ことです。望ま

れない出産をなくし、殺処分数

を減らすのに有効な手段と考え

られています。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

９
月
　
日
～
　
日
は

２０

２６

動
物
愛
護
週
間

　
８
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
生
涯
学
習
部
長
　
　
　
　
　

音
羽
　
伸
彦

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ののののののののののののののののののののの
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異

市
職
員
の
人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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2020とんだばやし人権フェア参加団体募集

　１２月４日(金) ～１０日(木) の「人権週間」にあわせて、毎年開催

している同フェアへの参加団体を募集します。展示や発表な

どを通じて日頃の活動を紹介しませんか。

とき　１２月１２日(土) 、正午～午後５時ごろ

ところ　すばるホール

対象者　ＮＰＯ法人、サークル、クラブなどの市民活動団体

募集団体　①展示団体＝８団体、②発表団体＝３団体

※発表を希望する団体は内容などを事前にご相談ください。

申し込み　人権・市民協働課で配布する申込用紙に必要事項

を記入し、９月８日(火) ～３０日(水) に、郵送、ファクスまたはＥ

メールで傘５８４-８５１１常盤町１の１　人権・市民協働課〔（内線

４７２）・鯖(２５）９０３７・Ｅメールjinken@city.tondabayashi.lg.jp〕へ

（①は申し込み先着順、②は申し込み多数の場合抽選）　

※申込用紙は電話、ファクス、Ｅメールなどで同課へご連絡

いただければ、追って送付します。また、市ウェブサイト（人

権・市民協働課のページ）からダウンロードもできます。

市制施行70周年                                            
ヒューマンメッセージ「私（たち）の大切なもの」
作品募集～やさしさをフォト＆エッセイに～

　「私（たち）の大切なもの」をテーマに、「大切にしている」

または「熱中している」、こと・もの・人などを撮影し、あな

たの思いをエッセイにして応募してください。

　思い出の写真、大切にしている写真、携帯電話などで撮影

したお気に入りの写真でも構いません。

　今年は富田林市が市制を施行して７０年の記念の年です。富

田林市にまつわる写真も大募集です。

　作品は、１０月より、市内公共施設、商業施設などで巡回展

示し、最後はとんだばやし人権フェア（１２月１２日(土) 、すばる

ホールで開催）で展示します。

募集作品　四つ切りワイド（２５４㍉×３６８㍉）までの写真（必

ずタイトルを付けてください）と２００字以内のエッセイ（ひと

言メッセージ、俳句、川柳でも可）をセットに一人３点まで

応募方法　９月８日(火) ～１２月４日(金) に、傘５８４-８５１１常盤町１

の１　人権・市民協働課（内線４７２）へ持参または郵送（匿

名、ニックネームでの応募も可）

男女共同参画フォーラム分科会実施団体       
（グループ）募集

　本市では、誰もが性別にかかわらず、個性と能力を十分発

揮することができる男女共同参画社会の実現をめざして、男

女共同参画フォーラム「 Ｂｅ ‐
ビー

 ｉn ひろっぱ」を開催しています。
イン

　同フォーラムの分科会として、市からの委託を受けて、男

女共同参画の視点で捉えた講座や女性のエンパワーメントに

役立つ講座などを企画・実施する団体（グループ）を次のと

おり募集します（過去のテーマ、ＬＧＢＴ、食と農、外国人

女性など）。

とき　令和３年１月２３日(土) 、午前１０時～正午

ところ　すばるホール　

募集団体　２団体

申し込み　人権・市民協働課で配布する申込用紙などに必要

事項を記入し、９月３０日(水) までに、同課（内線４７４）へ

※実施団体は、応募書類による選考で決定します。

コミュニティ助成事業申請団体を募集

　コミュニティ助成事業とは、（一財）自治総合センターが宝

くじの社会貢献広報事業として、地域のコミュニティ活動に

必要な備品や集会施設の整備に対し、助成するものです。

　この助成事業は、市を通じて同センターへ申請します。

　本市では、次のとおり申請団体を募集します。

対象団体　町会（自治会）などのコミュニティ組織

対象事業・助成額

①一般コミュニティ助成事業（イベント用テント、会議机、

地車用備品などの費用）＝１００万円～２５０万円

②コミュニティセンター事業（集会所の新築、大規模改修の

費用）＝助成率５分の３以内で、上限１５００万円

募集件数　各１件

※同助成事業の内容など詳しくは、市ウェブサイト（人権・

市民協働課のページ）をご覧ください。また、申請用紙は同

サイトからダウンロードもできます。

申し込み　９月７日(月) ～１０月９日(金) に、人権・市民協働課に

備え付けの申請用紙に必要事項を記入し、必要書類を添え

て、同課（内線４６９）へ（郵送不可）　※複数の団体から申請

があった場合は、１０月１４日(水) に公開抽選をします。

投票所の若者投票立会人を募集

　市選挙管理委員会では、学生の皆さんを含めた若い世代の

皆さんに選挙や政治にもっと関心を持っていただくため、投

票日当日の投票所および期日前投票所の「投票立会人希望者

名簿」への登録者を次のとおり募集します。

　選挙があるごとに、登録された人の中から同委員会が立会

人を選任します。

従事時間　①投票日当日の投票所＝午前６時４５分～午後８時

１５分、②期日前投票所＝午前８時１５分～午後８時１５分　

※休憩は交代で適宜取っていただきますが、施設外へ出るこ

とはできません。

ところ　①市内３４カ所いずれかの投票所、②市役所、金剛連

絡所

内容　投票所の投票事務が公正に実施されるよう立ち会い、

投票所閉鎖後に投票録へ署名

対象者　本市に住民登録をし、選挙権がある１８歳～３９歳の人

※登録有効期限内に、１８歳になる人も登録できますが、１８歳

になるまでは選任されません。

※積極的に特定の候補者の選挙運動に携わっている人や候補

者の親族などは除きます。

登録有効期限　１０月１日(木) ～令和４年９月３０日(金) 

報酬　一日につき、条例で定める額

申し込み　選挙管理委員会事務局で配布する登録申込書に必

要事項を記入し、９月２５日(金) （必着）までに衣５８４-８５１１常盤

町１の１　選挙管理委員会事務局（内線４８６）へ（郵送可）

※同申込書は、市ウェブサイト（総合事務室のページ）から

ダウンロードもできます。

※同事務局で審査の上、登録者を決定します。また、同立会

人は登録者の中から選挙ごとに同事務局で選任（希望日が重

複する場合は抽選）し、選任者には選挙期日の２～３週間前

に通知します。

※登録をされても選挙が執行されないなどにより立会人とし

て従事していただけない場合もあります。
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①富貴の里保育園内　 　　　
地域子育て支援センター

とき　月～土曜日（祝日、年末年始は

除く）、午前９

時～午後５時

ところ　小金台

一丁目１４の１５

問い合わせ

〔察(２８)７３６４〕

②梅の里保育園内　　　　　
地域子育て支援センター

とき　月～土曜日（祝日、年末年始は

除く）、午前１０時

～午後５時

ところ　梅の里

一丁目２の５

問い合わせ

〔察(２３)４５５５〕

③ほっとひろば（ふらっと）

とき　月～土曜日（第３火曜日、年末

年始は除く）、午前１０時～午後５時（子

育て親子の交流、集いの場は午後３時

まで）

ところ　寺池台

一丁目１３の３１

問い合わせ　

〔察(２９)５２２７〕

⑦すこやかひろば（須賀）

とき　月～土曜日（祝日、年末年始は

除く）、午前１０時～午後３時

ところ　須賀

二丁目２５の２７

（滝 谷 マ ン

ション１階）

問い合わせ

〔察(５６)５５４０〕

⑧すこやかひろば（東条）

とき　火・木・金曜日（祝日、年末年

始は除く）、午前１０時～午後３時

と こ ろ　龍 泉

５９４の２（グリー

ンピア東条）

問い合わせ

〔察(５６)５５４０〕

⑨ひだまり

とき　月～木曜日（年末年始は除く）、

午前１０時～午後３時

ところ　向陽

台二丁目１３の

２（エントピア

置田１Ｃ室）

問い合わせ　

〔察(７０)７４００〕

④ほっとひろば 　　　　　　
（レインボーホール）

とき　月・金・土曜日（年末年始は除

く）、午前１０時

～午後３時

ところ　粟ケ池

町２９６９の５

問い合わせ　

〔察(２９)５２２７〕

⑤ほっとひろば　                  
 （かがりの郷）

とき　火～木曜日（祝日、年末年始は

除く）、午前１０

時～午後３時

ところ　南大伴

町四丁目４の１

問い合わせ　

〔察(２９)５２２７〕

⑥ほっとひろば     　　　　  
（すばるホール）

とき　水～金曜日（年末年始は除く）、

午前１０時～午後

３時

ところ　桜ケ丘

町２の８

問い合わせ　

〔察(２９)５２２７〕

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

　市内には、地域子育て支援拠点施設（①②地域子育て支援センター、③～⑨

つどいの広場）が９カ所あります。

　地域子育て支援拠点施設では、主に３歳までの乳幼児とその保護者が気軽に

集い、親子で自由に遊んだり、育児について相談したりできます。妊娠中の人

も大歓迎です。出産後に備えて、小さな子どもとふれあってみたり、スタッフ

やお母さんから育児の話を聞いたりしてみませんか。

※現在、新型コロナウイルス感染症対策のため、予約制となっている施設もあ

りますので、事前に各施設にお問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０５）、または各地域子育て支援拠点施設

※詳しくは、子育て応援サイトTonTon〔https://ton-ton.jp/network/portal/

index.do〕をご覧ください（右図のＱＲコードからもアクセスできます）。

地域子育て支援拠点施設マップ
地域子育て支援拠点施設のご利用を

地域の子育て家庭を

応援しています！
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本
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
、「
と
ん
だ

ば
や
し
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
積

み
立
て
、「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
事
業
資
金
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
基
金
に
は
、
４
つ
の
使

い
道
が
あ
り
、
寄
付
し
て
い
た

だ
く
人
が
希
望
す
る
使
い
道
に

沿
っ
て
、
そ
の
と
き
の
状
況
に

応
じ
た
個
別
事
業
の
予
算
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
、
本
市
に
い
た
だ
き
ま

し
た
寄
付
金
（
総
額
４
８
９
６

万
２
６
８
円
）
は
、
今
年
度
予

算
に
組
み
込
み
、
次
の
事
業
に

活
用
す
る
予
定
で
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
い
た
だ
い
た「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
の
活
用
予
定
事
業

《
ゆ
た
か
な
み
ど
り
へ
》

　
街
路
樹
の
管
理
な
ど
を
し
ま

す
。

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

の
使
い
道

《
ま
ち
の
か
が
や
き
へ
》

　
金
剛
地
域
の
魅
力
発
信
事
業

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

《
伸
び
ゆ
く
こ
ど
も
た
ち
へ
》

　
小
・
中
学
校
の
図
書
購
入
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
・
学

習
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

《
と
ん
だ
ば
や
し
の
未
来
へ
》

　
富
田
林
病
院
の
建
て
替
え
や

整
備
な
ど
に
充
て
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
課

（
内
線
３
２
９
）、税
控
除
に
つ

い
て
は
課
税
課（
内
線
１
１
７
）

子どもたちにエールを                                 
送る横断幕

　新型コロナウイルスによる影響で、不安を抱える子ど

もたちにエールを送るため、葛城中学校区すこやかネッ

トの皆さんと葛城中学校の教職員が協力し、「感謝＝あり

がとうございます」「絆＝つながる」「希望＝あかるいみら

い」の横断幕を制作しました。

　横断幕は、青葉丘幼稚園、高辺台小学校、久野喜台小

学校、藤沢台小学校、葛城中学校に掲げられています。

富田林市パートナーシップ宣誓証明制度に
よるカップルが誕生

　７月１日に施行した同制度を利用して、８月１日現在、

２組がパートナーシッ

プ宣誓をし、市はお二

人の関係を公的に証明

する受領証をお渡しし

ています。

　７月９日に宣誓をし

たお二人は「二人が歩

んできた中で、思い出

に残る一日となりまし

た」と笑顔で話されました。

※同制度に関する問い合わせは、人権・市民協働課（内

線４７２）へ。

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！

皆さまから温かいご支援をいただきました

　新型コロナウイルス感染症対策のため、市民や団体、企業な

どの皆さまから、マスクをはじめ、消毒液や抗菌マスクホル

ダーなどたくさんの温かいご支援をいただいています。

　これらのご支援は、市内小・中学校などの公共施設や、医療

機関、介護施設などに配布するなどして活用させていただいて

います。ご支援いただいた際の写真などは、市ウェブサイト

（コロナを乗り越えよう！みんなで一緒にのページ）に掲載し

ています。皆さま、誠にありがとうございました。

■善意のマスクなどを募集しています

　寄贈方法など詳しくは、地域福祉課（内線２７５、２８８）へお問い

合わせください。

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
の

検
討
な
ど
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
金
剛
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
を
希

望
さ
れ
る
人
や
、
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
　
原
則
毎
月
第
４
土
曜

日
、
午
後
３
時
～
５
時
（
野
菜

の
販
売
は
、
午
後
４
時
～
）

※
雨
天
決
行
。

※
直
近
の
開
催
日
は
、
９
月
　２６

日
臥
、
　

月
　
日
臥
で
す
。

１０

２４

※
予
告
な
く
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
金
剛
銀
座
街
商
店
街

（
寺
池
台
一
丁
目
９
番
）

問
い
合
わ
せ
　
金
剛
地
区
再
生

室
（
内
線
４
５
２
）

　
金
剛
地
区
活
性
化
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
地
域
交
流

や
居
場
所
づ
く
り
、
買
い
物
支

援
、
地
元
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
目
的
に
、「
金
剛
地
区
ま
ち
づ

く
り
会
議
」
と
「
富
田
林
市
の

農
業
を
創
造
す
る
会
」
が
連
携

し
て
定
期
的
に
マ
ル
シ
ェ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
産
の
お
い
し
い
野
菜
や

雑
貨
な
ど
の
販
売
を
は
じ
め
、

金
剛
マ
ル
シ
ェ

～
地
場
産
や
さ
い
市
～

を
開
催
し
て
い
ま
す


